
　　　　研究の目的 
 
ラット腸管粘膜をモデルに確立
されたin vitroでのミネラル吸
収速度測定系を用い、DFAⅢの 
ミネラル吸収亢進メカニズム、
DFAの化学構造と作用強度、DFA
Ⅲの発酵産物等の効果を組織、
細胞レベルで解析する。

研究の背景 
 

新規に開発された難消化性糖で
あるDFAⅢをラットに摂取させる
とCaの吸収が亢進する。 
　DFAⅢは腸管でのCa吸収を促進
させると思われるが、その作用
メカニズムについては明らかに
されていない。

新規に開発されたDFAⅢのカルシウム吸収促進機構の解明 
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　　　　　　今後の展望 
 
○基礎的研究への展開 
・粘膜細胞によるDFA受容機構の解明 
・DFAシグナルの細胞内伝達機構の解明 
 

○応用的研究への展開 
・新規のミネラル吸収促進物質の検索 
・ミネラル吸収促進機能分子の設計
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膜電気抵抗値と細胞間通過マーカー 
によるCa吸収経路の特定　

DFAⅢは細胞間経路を介し 
Ca吸収を亢進させる。
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DFAⅢの化学構造
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DFAIVの化学構造

DFAⅢは腸管粘膜に直接作用しCa吸収
を促進する。DFAⅢの構造異性体であ
るDFAⅣの効果はさらに強い。

DFAⅢの発酵産物である短鎖脂肪酸も
大腸粘膜でのCa吸収を促進する。
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粘膜側の短鎖脂肪酸濃度 (log10 M)
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現在までの研究成果
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DFAⅢを粘膜標本の 
管腔側に添加すると 
小腸ではCaとともに 
MgやZnの吸収も亢進 
する。
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 1.25mM Ca+
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粘膜標本

37 ℃ 緩衝液 

 10mM Ca+ 
 被検物質

ラット腸管粘膜をモデルとした
Ussing chamber systemによる
Ca吸収速度測定系を確立した。

腸管粘膜細胞

1.粘膜でDFAⅢの認識？ 
 
2.シグナル伝達系の活性化？
 
3.Myosin-light chain kinase(MLCK)活性化 
 
4.Tight Junction(TJ)の開放

TJは開放

DFAⅢ

TJは閉鎖

Ca

認識と伝達の解明が課題
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MLCK抑制物質W7を作用させた場合のCa吸収

Ca吸収速度（nmol/min/cm
2
)

小腸粘膜のCa吸収は粘膜側に添加
したDFAⅢにより亢進する。 
予めMLCKの抑制物質であるW7を作
用させるとCa吸収は亢進しない。

DFAⅢによる細胞外通過マーカーの 
通過亢進および膜電気抵抗値の減少　
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